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２０１７年９月２１日 

各  位 

                         会 社 名 マックスバリュ中部株式会社 
                         代表者名 代表取締役社長   鈴木 芳知 
                            （コード番号：８１７１ 名証第２部） 
                         問合せ先 取 締 役 兼 常 務 執 行 役 員 管 理 本 部 長 望月 俊二 
                            （ＴＥＬ ０５２－８５７－０７１９） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 当社は、最近の業績動向を踏まえ、２０１７年４月１２日に公表しました２０１８年２月期第２四半

期累計期間の業績予想を、下記のとおり修正しますのでお知らせいたします。 
 

記 

１．業績予想の修正 

                                      （金額の単位：百万円） 

2018年 2月期第 2四半期(累計)連結業績予想数値の修正（2017年 3月 1日～2017年 8月 31日） 
 

営業収益 営業利益 経常利益 

親 会 社 株 主 

に 帰 属 す る 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） ９０,６００ ２,１４０ ２,１４０ １,１３０ ３５円７６銭 

今回修正予想（Ｂ） ８９,０２９ １,２６７ １,３３６ ８１４ ２５円７６銭 

増 減 額（Ｂ－Ａ） △１,５７１ △８７３ △８０４ △３１６  

増 減 率    （％） △１.７ △４０.８ △３７.６ △２８.０  

(ご参考) 前期第２四半期実績 

（2017年 2月期第 2四半期） 
８９,０２１ ２,０３６ ２,０４１ １,０５２ ３３円３３銭 

 

２．修正の理由 

国内小売事業においては、本年当初より競争の激化や労務コストの上昇が営業利益を圧迫することを

予見し、新規出店・既存店改装による売上高の拡大、生鮮強化による売上高・荒利益高の拡大、カード

販促による売上高拡大を重点政策とした成長性の高い政策で臨みました。 

当第２四半期連結累計期間におきましては、政策に基づき、３店舗を新規出店するとともに既存店の

改装を１１店舗で実施し、売上高・客数の拡大に取り組みました。生鮮強化については産地直送仕入れ

を積極的に取り入れ、カード販促についてはカード会員数を増やす施策により既存店客単価は前期比 

１００.９％と伸張しました。 

しかしながら、食品市場において惣菜類は堅調に推移する中、市況に起因する農産品の落ち込みや水

産品の買い控えを背景とした競争環境の激化に伴い、既存店売上高前期比９８.３％、既存店客数前期

比９７.５％となりました。 

経費面については、競争店対策による販売促進費が増加したことにより販売費は前期比１０５.５％

となり、生鮮強化を目的とした店舗人員の増強に伴い人件費も前期比１０５.４％となった結果、販売

費及び一般管理費は前期比１０４.０％となりました。 

連結子会社の永旺美思佰楽（江蘇）商業有限公司、デリカ食品株式会社については計画通りに推移し

ております。 

以上の結果、連結営業収益・連結営業利益・連結経常利益・親会社株主に帰属する四半期純利益は公

表数値を下回る見込みとなり、２０１８年２月期第２四半期（累計）の連結業績予想を修正いたします。 
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３．通期の業績予想 

通期の業績予想につきましては、２０１７年４月１２日に公表しました業績予想に変更はございませ

ん。 

第３四半期以降についても、業種業態を越えた競争は一層激しさを増していくと予想されますが、第

２四半期より強化した火曜市の訴求商品の刷新、生鮮強化の一環として取り組んでいる野菜の価格政策

を含む販売促進企画の強化を継続実施するとともに、新たなカード販促も実施してまいります。既存店

の改装は、当初計画を見直し、より効果の上がる施策に計画を変更して取り組んでまいります。更に、

発注精度の向上や売り切り体制の見直しによるロス削減で荒利益率の改善を図り、販管費削減施策とし

ては、人員配置の適正化による人件費の削減、媒体の見直しによる販売促進費の削減等の取り組みを行

ってまいります。 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際 

  の業績は今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

以上 


